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情報制御システムの核｢HIDIC V90/5シリーズ+
HitachiControIComputerV90/5SeriesasaCoreComponentforlnformation
ProcesslngandPlantControISYStemS

プラントの運転･制御を行うための制御システムと情報処理システムとを統

合し,より高度なサービスを可能にしたいというニーズが高まっている｡

HIDIC V90/5シリーズはこのようなニーズにこたえ,基本となるOSに国際標

準の地位を待つつあるUNIX OS削)を採用し,これにリアルタイム制御向け機

能を強化した｡これにより,ワークステーションをも接続可能な幅広い接続性,

オープン性を備えさせた｡HIDIC V90/5シリーズは,リアルタイム制御から情

報処理分野までをかヾ-することができるシステム統合化の核となる計算機シ

ステムである｡

n はじめに

現代の計算機制御システムでは,マーケットの最前線から

の情報にすばやく呼応して設計,製造,検査の諸設備を整え,

またこれらのラインから上がってくる情報を販売･サービス

の活動に有効利用することが必須(す)である｡このため,従

来製造ラインの合理化を主目的としていた計算機制御システ

ムも,製造部門以外の他部門との連携,企業全体の情報シス

テムとして統合化を行うことが必要となっている｡

制御用計算機HIDIC V90/5シリーズは,こうしたシステム

統合化のニーズにこたえることを目標に開発されたリアルタ

イム制御から情報制御分野までをカバーすることができる,

システム統合化の核となる計算機システムである｡このよう

な統合は,基本ソフトウェアに国際標準OSの地位を得たUNIX

OS繋1)を抹用し,これに長年にわたるHIDICシステム技術蓄積1)

に基づいたリアルタイム機能を拡充･付加することによって

実現した｡また,各種の国際標準インタフェースを取r)込む

ことにより,いっそうオープンなシステムとした｡

HIDIC V90/5シリーズでは,HIDIC V90/5からHIDIC

V90/75までの一貫したハードウェアアーキテクチャと,UNIX

とリアルタイム制御技術,高信頼化技術,高度のリアルタイ

ム処理プログラムの開発を支援するソフトウェア開発支援ツ

ールを組み入れた,統合化ソフトウェア体系RENIX-Ⅴ

(RealtimeUNIXforV90Series)を完成させた｡

※1)UNIX OSは,UNIXシステムラボラトリーズ社が開発し,

ライセンスしている｡
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本稿では,HIDIC V90/5から超大形分野をカバーする

HIDIC V90/75までラインアップのそろったHIDIC V90/5シ

リーズの統合システムアーキテクチャについて述べる｡

囚 HIDIC V90/5シリーズのねらい

計算機制御システムの応用分野は,電力･鉄鋼･化学など

の基幹産業分野から上下水･道路交通･鉄道交通などの公共

事業分野,さらには食品･機械などの一般製造業や新聞･流

通などまで,きわめて幅広い分野にわたっている｡こうした

応用システムの大きな特長は,その統合化指向にある｡これ

は,製品開発期間の短縮,製品のきめ細かな品質管理の徹底

といったCIM(コンピュータ統合生産管理システム)のさらに

一歩先をねらって,生産ラインないし制御系の持っている制

御情報を,顧客へのサービスに利用することによって他企業

との差異化を図ろうとするものである｡

このためには,制御系の持つ情報を情報処理系で種々の形

態で処理･利用できるようにすること,すなわちプラント情

報のオープン化が必要である｡具体的には,スタッフ部門に

浸透しているパーソナルコンピュータ(以‾F,パソコンと略す｡)

などの情報機器とスムーズに結合でき,これらの機器と情報

の交換が簡単に行えることが必要である｡さらには,こうし

た情報の処理･利用も業務拡張,サービス拡大に応じてユー

ザーの手で自由に変更･革新できる必要がある(図1)｡

このように,計算機制御システムとOA,LA(Laboratory

Automation),EA(EngineeringAutomation),FAなどが
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一体となって,ライン業務からスタッフ業務までを含めて有

機的なトータルシステムを組み上げていくためには,システ

ムの根幹がオープンであることが望ましい｡特に,ソフトウ

ェアアーキテクチャがオープンであることが必須要件となる｡

HIDIC V90/5シリーズでは,基本OSにUNIXを導入するこ

とでソフトウェアのオープン性を高めている｡UNIXは近年標

準OSとしての地位をほぼ固めつつあり,小形計算機から大形

計算機まで広く用いられている｡このUNIXを基本OSに据え

ることにより,パソコンやワークステーションとの親和性を

非常に高いものにしている｡

早くて確実

(応答性･信頼性)

統合化システム

生産の柔幸欠性

(接続性･柔軟性･拡張性)

(プラント情報のオープン性)

(マンマシン性

マルチメディア対応)

付加価値の

創造

利用者の快適さ

オープンプラットフォーム マルチベンダ環境

図l現代の計算機制御システムのニーズ 制御システムも単なる

制御にとどまらず,他システムとのオープンな連携によって新しい価値

の創造が必要とされている｡
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注:H-V90/5,H-V90/25+,H-V90/25,H-V90/35,H-V90/45,

H-90/65,H-V90/75-H旧ICシリーズ7機種

図Z 制御用計算機HID】C V90/5シリーズ H旧IC V90/5からHIDIC

V90/75までの7機種によって,広い範囲のシステム規模への対応が可能

である｡
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このUNIXに従来のHIDICシリーズで培ったリアルタイム制

御技術を加え,リアルタイム制御から情報処理分野まで幅広

くカバーし,リアルタイム制御と情報処理システムを統合す

ることがHIDIC V90/5シリーズのねらいである｡

HIDIC V90/5シリーズは図2に示すように,小形のHIDIC

V90/5からV90/25,V90/25L,中形のHIDIC V90/35,V90/

45および大形から超大形のHIDIC V90/65,V90/75と幅広く

品ぞろえされており,小形小規模システムから大形大規模シ

ステムまで広い範囲のシステムに適用可能である｡これらの

機種は,命令体系としてモトローラ社のマイクロコンピュー

タM68000ファミリーで統一され,入出力バスやネットワーク

機能などにも一貫したアーキテクチャを持たせている｡HIDIC

V90/5,V90/25およびV90/25をコンパクト化したV90/25Lな

ど小形機には制御用実行OSであるコンパクトなPMS(Process

MonitorSystem)を用意し,これ単独での小形制御用計算機

の機能を実現するとともに,あわせてプログラム開発を主目

的に,会話形OSとしてUNIXをベースとしたRENIX-Mを用

意した｡HIDIC V90/35以上では,このいずれの機能をも統合

した統合形OSであるRENIX-Ⅴを搭載した(図3)｡

田 統合化のためのシステムアーキテクチャ

HIDIC V90/5シリーズの基本は,オープンアーキテクチャ

にある｡リアルタイム制御システムの構築を容易にする独自

のエンハンス機能は,このオープンアーキテクチャの上に構

築している｡したがって,リアルタイム制御系で得られた情

報を,基本となっているオープンなUNIXのインタフェースに

H-V90/75(CMOS VLSり
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統合OS RENIX-∨
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図3 H旧IC V90/5シリーズの展開 シリーズ一貫のアーキテクチャ

により,小規模システムから大規模システムまで統合化システムを可能

とした｡



よってOA,EAなどと簡単に結合することを可能にしている｡

3.1高速応答を実現するリアルタイム制御機能

標準プラットフォームの中心となっているUNIXは,本来会

話形計算機環境を提供する目的で開発されたものである｡

HIDIC V90/5シリーズのRENIX一Ⅴには,日立製作所のりア

ルタイム制御ソフトウェアとして20年の雁史を持つPMS2〉の機

能･インタフェースを備えさせることによr),UNIXの標準と

してのインタフェースを保ちながら,リアルタイム制御向き

の機能を持たせることとした｡

リアルタイム制御に必要なことは,重安な仕事を確実に所

定の応答時間以内に行うことである｡このため,プログラム

を実行するのに必要な制御ブロックやプログラムをローディ

ングするのに必要な主メモリなどの資源を事前に割り当てて

おくことや,実行中のプログラムを外界での出来事に対応し

た割r)込みによって中断させ,その出来事に対応したプログ

ラムを代わりに動かすなどの仕掛けをUNIXの基本部分に作r)

込んだ｡

3,2 高信頼運転を可能とするマルチコンピュータ機能

複数のCPUを組み合わせ,これを一つのシステムとするマ

ルチコンピュータシステムが,計算機制御システムでは広範

に使われている3)｡特に,計算機のダウンがプラントに大きな

影響を及ぼすようなシステムの心臓部に適用される計算機の

構成方法として普及している｡

こうした高信頼化システムのニーズに対応するため,複数

のHIDIC V90/5シリーズが共有メモリを介して結合され,一

つのシステムを構成するマルチコンピュータシステムを実現

した｡この方式では,複数の計算機が冗長構成をとることに

よってシステムを構成する1台の計算機に障害が起こったと

き,残った計算機で業務を引き継ぎ,システム全休としては

運転を継続することを行う｡

この方式を支えるハードウェア機器としては,二重化され

たCPU間共有メモリ,二重化ディスク装置,CPU間連絡のた

めのリンケージバス,Cl)U間共有入出力装置などがあり,こ

システム構築を容易にする

独自エンハンス横能

リアルタイム

機能

マルチ

コンピュータ

機能

標準

プラットフォーム

UNlX68000

自律分散

アーキテクチャ

Aり′ファジィ

知識処軒)

プログラミング

サポート

マルチプロセッサ

サポート

図4 HIDIC V90/5シリーズのシステムアーキテクチャ 標準プラ

ットフォームの上に独自の工ンハンス機能を強化し,統合化システムの
構築を容易にした｡

情報制御システムの核｢HIDIC V90/5シリーズ+789

れらはOSに完備した構成制御機能によって制御し障害時の系

の切り換えを行う｡

このときポイントになるのは,いかに障害を発見し,いか

に迅速に業務を引き継ぐかである｡このため,業務の引き継

ぎの核となる業務データはCPU間共有メモリやCPU間共有の

ディスク装置など,CPU間共有の記憶装置に格納しておく｡

これにより,CPU障害時に業務を引き継ぐ計算機からこれら

のファイルや共有メモリを参照することによって迅速なバッ

クアップを可能とした｡CPU間共有のメモリやディスク装置

は,信頼性を高めるために二重化構成にしてある(図5)｡

3.3 柔軟な拡張性を生み出す自律分散※2)システム

システムを構成するモジュールが,自分を律するのに必要

な情報とインテリジェント性は自分で持ち(自律可制御性),

互いの自律性を損なわず相互連絡によって協調して仕事がで

きる｢自律可協調性+性質を持ち,こうしたモジュールを組

み合わせてシステムを作り上げていく技法が自律分散概念5)で

ある｡計算機制御システムにこの概念を適用できるようにす

るために,HIDIC V90/5シリーズでは機能コード通信とデー

タ駆動形ソフトウェア支援ACP(AutonomousControIProc-

essor)を開発した｡

機能コード通信とは,データを送信するにあたり,送信あ

て先を指定してデータを送るのでなく,データの内容を代表

する機能コードを付けてネットワーク上に同報通信する方式

である｡このデータは受信ノードによって必要かどうかが自

律的に判断され,自分に必要なデータだけが取り込まれる｡

機能コード通信を行うLANとこの機能コード通信で送られた

共有メモリによる

迅速な引き継ぎ

構成制御

CPU聞達絡

相互監視

CPU問共有メモリ

CPUl

二重化高信頼

ディスク装置

CPU2

業務引き継ぎ

CPU3

CP]間相互

バックアップ

図5 マルチコンピュータシステム ニ重化されたCP〕間共有のメ

モリを中心に,高信頼システムの構築がなされる｡

※2) 自律分散は日立製作所の製品名称である｡
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データとを一時的に蓄積する各計算機の主メモリで,データ

フィールドという概念が構成される｡つまr),機能コード通

信ではモジュールは相手ノードあるいは相手プログラムを意

識せずに,データフィールドにデータを吐き出しデータフィ

ールドからデータを受け取るだけである｡この結果,計算機

を増設しても既存のプログラムは影響を受けず,従来どおり

データフィールドにデータを出力していれば,新しく増設し

た計算機にもデータを伝えることができる｡

データ駆動形ソフトウェア支援ACPは,機能コードを持っ

たデータを受信するプログラムを,該当機能コードデータが

届いた時点で自動的に起動することを行う｡起動されたプロ

グラムは,該当データを受け取り処理結果を機能コード付き

データとしてデータフィールドに出力する｡この方式では,

プログラムの実行はデータフィールドのデータによってだけ

制御されている｡したがって,プログラム変更時のプログラ

ム相互関係によるトラブルを回避できる等,個々の業務処理

プログラムの改変が多いシステムでのシステム拡張が容易に

行えるなど,従来システムでは実現できなかった柔軟性が得

られる(図6)｡

3.4 高い処理性を実現するマルチプロセッサ機能

システムの処理性能を並列処理によって向__Lさせようとい

う試みに,処理装置を一つの計算機内に複数置いてこれに処

理を並行して行わせようという,いわゆるマルチプロセッサ

の考え方がある｡シリーズ最上位機のHIDIC V90/75では最大

4台までのマルチプロセッサをサポートすることにより,処

理性能の幅を大幅に拡大している｡HIDIC V90/75のマルチプ

ロセッサシステムは,演算能力を大量に消費する処理にも,

その高い処理能力を発揮することができる｡

3.5 プログラミングサポート

SPL(Software Production Language),CおよびFOR-

TRANなどのプログラミング言語や日本語も扱えるフルスク

リーンエディタ,リアルタイムプログラムの開発ツール群な

受信タスク(享 CPU2

データが到着
したとき,自動
的に起動され
る｡

機能コード データ

CPUl

データフィールド

機能モジュール

CPU3

[了

CP]4

廃×
棄

データは必要なノードが選択受信する｡

cp〕5:
｢‾‾‾1‾‾‾｢
l l ●

…｢上や:
l l l

L__とここt_J

ノードを増設しても,送信
元プログラムを変更せず新
設ノードで受信可能である｢

図6 自律分散システム 機能モジュールとデータフィールドによ

り,従来にない柔軟な拡張性を持つシステムを実現した｡
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どさまぎまなプログラミング用のサブシステム群は,すべて

対話処理機能に優れたUNIXの環境で使用できる｡

また,UNIXを用いたワークステーションを制御用システム

のプログラムの設計･製作･テストに活用できるようにした

PWS(ProgrammingWorkstation)を実現し,この上にソフ

トウェアの設計から保守までを一貫して支援する開発ツール

群を搭載し,ソフトウェア開発保守支援システムResolveI6)

として体系化した｡

システム開発後にシステム性能のチューニングや処理ボト

ルネックの摘出が適切に行えるようにするため,CPUの負荷

の状況やプログラムの動作時間などを計測し,ビジュアルに

表示するオンライン機能,性能デバッグ支援システムも具備

してお㌢),システムの上流設計からプログラミング支援,保

守に至るまでのサポートを手厚く整備した(図7)｡

3.6 幅広い統合をサポートするネットワークアーキテクチャ

現代のシステムは,分散された計算機が複数協調しながら

全体を制御していく構成となっているが,こうした中で中心

的役割を果たすのが,ネットワークシステムである｡

HIDIC V90/5シリーズでは,従来の制御系のLANのほかに

OAやEAの世界では広く使用されているイーサネット粁3)をIEEE

(米国電気電子学会)802.3準拠LAN｢日立CDlO5+としてサ

ポートした｡このイーサネットのサポートは事実上の標準と

いえるTCP/IP(Transmission ControIProtocol/Internet

Protocol)プロトコルで行われているので,パソコンやワーク

ステーションとの才妾続性を飛躍的に拡大した｡

また,TCP/IPよr)も上位の機能として,ファイル転送やリ

三Jし
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計

製作
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テスト
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HlTEST
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RPDP

オンラインデバッガ
OD〕

テスト

オンライン

デバッグ支援
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保守
チュー

ニング

注:略語説明 CADRIS(Compute｢AjdedDesignandReuseE[Vj｢0nmentWith
lnte…gentSupport)

H汀EST(Hit叫lntegratedTestSystem)

器呂冒占冠諾t■冒言｡詰問‡謁)Deve■opmentPackage)
DEMO(DetermlnateEvaluation,Monitoringand OutputSystem)

図7 HIDIC V90/5シリーズのプログラミング環境 UNIXの優れた

会話機能の上に,リアルタイムシステム構築のための上涜から下流に至

るツール葉頁を完備させた｡

※3)イーサネットはゼロックス社の登録商標である｡



モート端末機能,さらにはグラフィックインタフェースとし

て標準になりつつあるⅩWindow※4)機能やOSF/Motif※5)をサ

ポートしており,これらをサポートするワークステーション

に対しHIDIC V90/5シリーズからネットワークを介して描画

できるほか,ワークステーション上でこれらの機能を使って

動いているソフトウェアを,HIDIC V90/5シリーズ上に簡単

に導入することができる｡

このように接続を標準に準拠して行い,かつその接続レベ

ルを上げたことによって,ユーザーの負担を増やすことなく

ワークステーションやパソコンとの統合システムを容易に組

み上げることが可能となった(図8)｡

田 統合システムの核となるソフトウェアRENIX-V

HIDIC V90/5シリーズのOSであるRENIX-Ⅴは,UNIX

System Vをベースにリアルタイム機能,高信頼化諸施策,日

本語処理機能,ネットワーク機能で定評のあるBSD(Berkeley

SoftwareDistribution)系の機能などを強化したOSである｡

本OSは,制御と制御に関する情報処理を統合化することに

最大の主眼を置いて開発されたものである｡このため,リア

ルタイム制御をつかさどるタスクとUNIXのプロセスは,その

動作環境を相互乗り入れできるようにOSを構築した｡UNIX

の環境7)は標準の環境を完全に保っており,マルチユーザー環

境でのコマンド実行制御を行うshellや,柔軟さで定評のある

グラフィック

端末機能

OSF/
Motif

X-Window

TCPハP,UDP

remsh

CDlO5

1EEE802.3

リモート

端末機能

telnet/rlogin

RPC

PC/WSとの

ファイルコピー

ftp/rcp

NFS砕6

PC/WS
とのファ

イル共用

注:略語説明

TCP(Transmissio=ControIProtocoり,UDP(UserDalagramProtocol),

lP(lnternet Protocoり,RPC(RemoteProcedureCalり,NFS(Network

FileSystem),ftp(FileTransferProtocoり,rCP(RemoteCopy),

rlogin(RemoteLogin),remSh(RemoteShell),PC(PersonalComputer),
WS(Workstation)

図8 H】DIC V90/5シリーズの汎(はん)用標準接続 イーサネット

上のサポートを充実することにより,接続レベルを大幅に向上させた｡

※4)ⅩWindow SystemはMIll(マサチューセッツ工科大学)で

開発されたものである｡

※5)OSF/MotifはOSF(オープン ソフトウェア ファンデーショ

ン)の商標である｡

群6)NFSは,SunMicrosystemsInc.の商標である｡
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木構造のUNIXファイルシステムなどを用意している｡リアル

タイムタスクからも,UNIXの機能は自由に呼び出すことがで

きる仕掛けとなっている｡

プログラムの動作環境的には2Gバイトの仮想空間がプログ

ラムごとに割r)当てられる多重仮想空間方式をサポートする

ことによって,メモリサイズを意識しない自由なプログラミ

ングを可能としている｡

RENIX-Ⅴのソフトウェア体系はカーネルと呼ぶプログラム

の実行制御をつかさどり,各種資源のスケジューリングを行

う部分のほかに以下に述べるサブシステムから構成されている｡

(1)リアルタイム用ファイル管理システムFMS-Rとデータベ

ース管理システムADF/RS8)

リアルタイム処理に必須の高速なファイルアクセス機構で

あるFMS-R(FileManagementSystemforRealtimeVer-

sion)とRDB(RelationalDataBase)の使い勝手の良さに,高

応答性･高信頼件を加えたADF/RS(Advanced Data Man-

agementFacilitiesforRealtimeSystem)は,高度な情報制

御応用システムの貢要な基盤となる｡

(2)プラントデータベース管理PDMSとオペレータとのイン

タフェースを管理するMDMS9)

制御用計算機とプラントとのデータ送受信は,PI/0(Proc-

essInput/Output)を介して行うことが一般的である｡PI/0は

ディジタル入出力とアナログ入出力に大別され,プラントの

各種センサ,アクチュエータと接続される｡これを駆動する

アプリケーションプログラムから各接続点を論理的にアクセ

スする仕組みを提供するのが,PDMS(ProcessDataManage-

ment System)である｡MDMS(Man-maChine Data Man-

agementSystem)は,プラントのオペレータとのインタフェ

ースであるCRT端末や帳票出力を制御管理するサブシステム

である｡

(3)通信管理サブシステムHICAMとホスト通信パッケージ

HICAM(HIDICCommunicationAccessMethod)は,リ

アルタイムタスクからオンラインで他端未,他計算機と通信

を行う標準パッケージである｡各種伝送手順のサポート機能

とともに伝送データのトレース,テストモード機能などを備

えている｡HITAC Mシリーズと接続する場合には,上記に

加えて全国銀行協会連合会手順によるファイル転送,あるい

はT-560/20端末エミュレータ機能などが完備しており,ホス

ト側の業務プログラムと接続することができる｡

日 HIDIC V90/5シリーズ

ハードウェアアーキテクチャ

5.1充実した晶ぞろえのネットワークハードウェア

分散システムの中心となるネットワークハードウェアには,

データを高速･確実に伝えることのできる制御系のLANと,

ワークステーションやパソコンとの接続を行うための汎(はん)
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用のLANとしてイーサネットの2系列を用意している｡

制御データの伝送には汎用のLANとは異なる信頼性･確実

性が要求される｡また,制御システム全体を統括管理できる

ように,プログラムやシステム情報の集中管理機能が必要で

あるが,これらは制御系のLANに持たせたダウンロード機能

やリモートCPU制御機能(IPLなど)によって効率よく実現され

00
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∽
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∋
ニ
軸
博
雅
旧
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ヽ-__■′
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worklOO

Trunkneト

work32

イーサネット

〃∑
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JMinトMAPJ
ヽ

′
ヽ--■■■■′

′一‾Iト将来予定ヽ--■一
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年 度

注:略語説明 FDD=FiberDistributedDatalnterface)

MAP(ManufacturingAutomationProtocol)
DFW(DataFreeWay)

図9 HIDIC V90/5シ1+-ズのLAN製品系列 制御用LANから汎用の

イーサネットまで,幅広くレパートリーをそろえた｡

ている｡これらの制御用LANにはTrunknetwork-32,

〟∑Network-10および〃∑Networkを整備した｡

情報系の汎用LANには,イーサネットをサポートすること

によってHITAC Mシリーズやワークステーション2050シリ

ーズともイーサネットによる接続を可能とした｡

これらのLANの品ぞろえは,図9に示すように広い性能レ

ンジにわたっており,ほぼあらゆるニーズに対応したシステ

ム構築を可能としている｡これらのLAN製品の主な仕様を表1

にホす｡

5.2 一貫したプロセッサアーキテクチャ

HIDIC V90/5シリーズ(表2)のプロセッサには,モトロー

ラ社のマイクロコンピュータM68000ファミリーのマイクロプ

ロセッサを採柑している｡この性能では不十分な高い計算能

力を必要とする業務への対応は,同一のアーキテクチャでプ

ロセッサ自身を独自の半導体高速化技術,プロセッサ技術に

よって開発することで可能とした｡すなわち,HIDIC V90/

6510)では演算プロセッサを高速のECL(Emitter Coupled

Logic)ゲートアレーを用いて構築することによr),標準マイ

クロコンピュータでは実現できない高速性を実現した｡さら

に,最上位機のHIDIC V90/75ではパイプライン処理の高度化

と,演算プロセッサ処理の徹底したハードワイヤロジック化

で高速処理を実現した｡

(1)高速演算プロセッサ

HIDIC V90/75(図川)は命令体系を従来の68000シリーズと

互換を保ちながら,その命令の実行時間を究極まで短縮し性

能を高めた計算機システムである｡命令実行時間の短縮は,

高度なパイプライン技術による命令の並列実行,パイプライ

ンが乱されるもととなる分岐処理の予測制御によるパイプラ

表I H旧IC V90/5シリーズのネットワークシステム 低速から高速,制御向きから汎用まで広いレパートリーをそろえた｡

仕 様 日立〃∑Network 日立〟∑Network一】0 日立CD105
日立Trunknetwork-

3Z

日立Trunknetwork-

100
日立∑-600

データ伝送速度 lMビット/s 川Mピット/s 10Mビット/s 32.768Mビット/s 123Mビット/s 600Mピット/s

伝送方式 トークンリング トークンバス CSMA/CD 時分割多重 時分割多重 スロツテッドリング

ステーショ/

接続台数
32台/ループ 32台/セグメント 3Z台/セグメント

64台/ループ

4接続機器/ステー
ン′ヨノ

64台/ループ 127台/ループ

ステーション

間距離(最大)

ペア緑:100m

光ファイバ:lkm
8km 2.5km 2km 10km 10km

通信形態

パケット通信

機能コード通信

入出力制御

パケット通信

機能コード通信

サイクリックメモリ

転写

パケット通信

パケット通信

機能コード通信

サイクリックメモリ

転写

専用回線通信

交摸回線通信

専用回線通信

交換回線通信

NTSCスインタ7エー

ス

支線LAN接続

RAS機能
ループバック 二重化構成可

診断トレース
ループバック ループパック

ループバック

ループ交替
診断トレース

診断トレース 診断トレース 診断トレース 診断トレース

注:略語説明 RAS(Reliabtlity,Availa山‖ty,Serviceab‖lty)

CSMA/CD(CarrierSensitive MultiAccess/Collision Detection)

NTSC(NationalTelevisionSystem Committee)
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表2 HIDIC V90/5シリーズの仕様 マイクロプロセッサからスーパーミニクラスの性能をカバーする,HIDIC V90/5シリーズを完成した｡

項 目 H-V90/5 H一V90/25L H-V90/25 H-V90/35 H-V90/45 H-V90/65 H-V90/75

CPU

プ ロ セ ッ サ

68000

(8MHz)

68020,6888I

(16MHz)(16MHz)

68030,6888Z

(25MHz)l(33MHz)

ECL

ゲートアレー
CMOS VLSl

論 理 空 間 4Mバイト 4Gバイト

メ モ リ 管 王里
ページマッフ

方式
セグメントページ方式

記 憶 保 護 ページ単位(4kバイト/ページ)

キャッシュメモリ なし 16kバイト 256kノマイト 16kバイト 544kバイト

メモリ

容 里 2～8Mバイト 8～16Mノ(イト 8～32Mノ(イト 柑-32Mバイト 16～64Mバイト 32～128Mバイト 32～256Mバイト

増 設 単 位 2Mノ(イト 8Mノヤイト 8Mバイト 16Mバイト 16Mバイト 32Mバイト 32Mバイト

入出力

標 準 バ ス

ユーザースロット数

lEEE796準拠

9 4 9 7 【3 14

高 速 バ ス な し 50Mバイト/s 66Mバイト/s 24Mバイト/s 10Mバイト/sx4

サ
ー ビ ス プ ロ セ ッ サ な し 標準装備

注:略語説明 ECL(EmitterCoupledLogic)

図10 制御用計算機HIDIC V90/75の外観 CPUと入出力バス機構,

最大l.3Gバイトまでのディスク装置を内蔵するきょう体(幅J′000mmX

奥行き800mmX高さl′550mm)を示す｡

インの乱れ排除,命令実行制御の徹底的ハードワイヤロジッ

ク化によって実現している｡

特にパイプラインは9段パイプライン方式であり,命令の

実行は最大9命令まで艦列化できるようになっている｡ここ

で,32kバイトの命令キャッシュと別に512kバイトの大規模

なオペランドキャッシュを持つことにより,キャ､ソシュの競

合で性能が低下することを回避している｡さらに,1kエント

リの分岐キャッシュが分岐命令の分岐先のアドレスを桁納し

ておくことによr),分岐命令によるパイプラインの乱れを最

′ト限に抑えている(,

(2)HIDIC V90/75のバス構成

高速演算プロセッサは,メモリ制御部を介してシステムバス

に接続する｡プロセッサがその能力を最大限に発揮できるため

には,高いメモリスループットが必要である｡このため,シス

テムバスには160Mバイト/sの大きなスループットを持たせた｡

個別の入才一‡1力機器は,このシステムバスに階層的に接続さ

れたLバスおよび高速入出力バスであるSバスに接続される｡

レヾスはHIDIC V90/5からHIDIC V90/75までを通しての共

通の標準バスであり,IEEE796規格に準拠している｡Lバスに

はHIDIC V9()/5シリーズの共通のシリアルインタフェース,

パラレルインタフェース,各種ネットワーク装置など豊富な

レパートリーの機器を接続することができる｡Sバスはファイ

ル装置を接続する10Mバイト/sの転送能力を持つ高速バスで

あり,磁気ディスク装置や磁気テープ装置を接続する｡これ

らのバスはキャッシュを内蔵した人出力制御機構によってシ

ステムバスに接続される｡このキャッシュにより,低速の入

出力装置とシステムバスの速度差を吸収して,システム全体

の性能を高く保たせた｡

HIDIC V90/75のバス構造を図‖に示す｡

l司 おわりに

プラントの運転･制御を行うための制御システムと情報処

理システムを統合し,より高度なサービスを可能にするとい

うニーズにこたえるHIDIC V90/5シリーズのねらいを概観す

るとともに,そのソフトウェア･ハードウェアのアーキテク

チャ,特長機能について述べた｡システムの統合化へのニー

ズは,今後ともますます大きくなるものと予想される｡こう

したニーズにこたえるためには,ソフトウェア･ハードウェ

アのいっそうの拡充とシステムのオープン化を推進しなけれ

ばならないと考える｡
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3.5インチフロッピー

ディスク装置

○ SVP

HIDIC V90/75
高速演算プロセッサ

主記憶装置

システムバス

入出力制御機構

入出力制御機構

Lパス制御機構

注:略語説明

Sバス制御機構

○__エ)

Sバス

SCSlコントロール

プロセッサ

カートlトソジ磁気テーフ装置磁気ディスク装置磁気テープ讐置

SCSlコントロール

プロセッサ

T｢unknet〉化rk-32制御装置
〃∑Network-10制御装置 通信制御装置

+バス

シリアルインタ

フェース装置

パラレルインタ

フェース装置

RS-232C セントロニクスGP旧

集中設置形

Pl/0

〃∑Network

制御装置

日立CDlO5

制御装置

シリアルインタ

フェース装置

パラレルインタ

フェース装置

分散設置形

Pl/0
70ロセスグラフィック

ディスプレイ

RS-232C セントロニクス

GP旧(Gene｢alPurposelnterface凱s),SVP(ServiceProcessor),SCS=SmallComputerSystem仙erface)

図IIH旧IC V90/75のバス構造 バスは階層化されており高速演算プロセッサと主記憶装置,入出力制御機構を接続するシステムバス,およびフ

ァイル装置を接続するSバス,標準入出力装置やネットワーク機器を接続するLバスから構成されている｡

本HIDIC V90/5シリーズは,制御用計算機システムHIDIC

の歴史と実績の上にユーザーの指導と協力を得ながら開発し

てきた｡今後もさらに発展させ,適用範囲のいっそうの拡大

を可能にしていきたいと考えている｡
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